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大阪大学大型計算機センターの計算機システム

システム管理掛

青井信一

(1)計算機システムの概要

大阪大学大型計算機センターにはスーパーコンピュータ SX-2N,汎用コンピュータ ACOS

2020, ワークステーション SUN-3,EWS4800が設置され，豊中地区データステーションには

汎用コンピュータに接続されているリモートバッチ端局ならぴにワークステーションが設置

されています。

設置されている計算機システムの接続概要を次に示します。

大型計算機センター 豊中地区

IスーバーコjンピュータI

I~ 面l~iml

ワークステーション

FNP: 通信処理装置
ホ.-卜t砂夕：計算機用交換機

闘M:マルチメディア多重化装置

DK: 磁気ディスク装置
NIP,B4,A4: 日本語ページプリンタ

GWP: ネットワーク用通信処理装臨
MS175: リモートバッチ処理用ミこJンピ 1-タ
N4700: ミニコンピュータ
町：磁気テープ

図 1計算機システム接続概要

(2)中央処理装置

SX-2Nには l.14GFLOPS(Giga Floating point Operations Per Second)の科学涼算処理

装置（利用者プログラムを実行する科学技術計算エンジンともいうべき旅算プロセッサと，

資源管理， TSS処理などのシステム制御を行う制御プロセッサの二つのプロセッサからな

る非対称密結合マルチプロセッサ） 1台，科学演算用主記憶装置 256MB, 磁気ディスク
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31. 8GBが， ACOS2020には中央派算処理装附 2台，主記億装囮 192MB,磁気ディスク 74.2GB

が接続され，これらの処理装置は光ループを介して疎結合システムとなっています。

スーパーコンピュータ SX-2N

演算プロセッサ (A日） I制御プロセッサ (CP/) 

主記憶装揺 Hl 256MB 

CM 6H1B 
がど・

入 出力棟

図2 機器構成概略

ユニットレコード

処理装囲

SX-2Nは SXOS,ACOS2020は ACOS-6MVX IIと呼ばれるオペレーティングシステムで運用管

理されており，ワークステーションの SUN3は UNIX4.2 BSD, EWS4800は UNIXSyst頭 V

が使用されています。 ACOS-6MVX IIではTSS, 会話型リモートバッチ CTS S端末からバ

ッチジョプを入力できる），リモートバッチおよびローカルバッチ処理形態が利用でき， sx

OSではTSSおよびバッチ処理が利用できます。ただし， SX-2Nは ACOS2020を経由して使

用するバックエンドプロセッサ方式となっています。

それぞれの計算機にはディスクが接続されており，ディスクに保存されているデータはsx
と ACOS,ACOS と SUN-3,EWS4800の間を自由に転送／逆転送できます。 ACOSは 5000リンり

(1リンり=3840語），sxは 100MBまでファイルを自由に作成でき，これを超える場合は拡張申

請が必要となります。
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(3)オープン機器

前置計算機

ACOS-6 

パッチ処理

リモ-トパッチ処理
会話型リ -1:- 卜/\~ ッf処i
TSS処理

図3 パックエンドプロセッサ方式

後置計算機

S X O S 

パッチ処理

TSS処理

利用できる装懺 0 端末は全て利用者の方が直接挫作するオープン利用方式となっています。

①入出力装置

入出力装岡はすべて汎用機に接続されています。

機器名 台数 設置場所 機 能

2 オープン入出力室
計算結果の出力，図形出力可ページプリンタ

入出力棟 1階2 

X-Yプロッタ ,1 1 オープン入出力室 図形出力

手書き 0CR'2 1 特殊入出力室 手書きデータの入力

磁気テープ<3 4 
入出力棟 1階

フロッピディスク <3 2 
データ変換

*I図形出力の手引，大阪大学大型計算機センター

*2手書き OCR装慨利用の手引き（ファイル化），大阪大学大型計算機センター

:≪3スプール処理システム利用の手引（ファイル化），大阪大学大型計算機センター

②画像処理装置

カメラ入力装置，ドラムスキャナ，カラーハードコピー及びカラーイメージディスプレイ

が MS135 ミニコンピュータを経由して汎用機に直結されており，オンラインで画像データ

の入出力，表示，測定などが出来ます。画像処理装岡室に設置されています。

闘H69-I カラードラムスキャナ取扱説明書，日本電気

MSH70-I カメラ入力装置取扱説明書，日本電気

闘H69-I カラーイメージディスプレイ取扱説明書，日本電気

FXG35-2 リモートセンシングライプラリ説明書<RSIPS II機能編＞，日本電気

FXG36-2 リモートセンシングライプラリ説明書くRSIPS II操作編＞，日本電気

ACOS-6会話型画像システム (!SOP)操作説明書，日本電気

ACOS-6会話型画像システム (!SOP)システム説明書，日本電気

③ LA (ラボラトリオートメーション）支援システム装岡

アナログ入出力装置，ディジタル入出力装置が MS70 ミニコンピュータを経由して汎用機

に直結されており，オンラインでアナログ／ディジタルデータの入出力など，試験計測で
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発生したデータの変換などが出来ます。オープン入出力装附室に設iitされています。

吉川： LA支援システム利用の手引，大阪大学大型計算機センターニュース，第52号

LAOI-2 LA支援システム 利用説明曹，日本電気

④ TSS端末

センター内に設附されている TSS端末は，ボートセレクタに接続されている端末と通

信処理装置に接続されている端末の二通りがあります。ポートセレクタに接続されている

端末は計算機利用時に汎用機とワークステーションのいずれかに接続できますが，通信処

理装置に接続されている端末は汎用機にしか接続できません。

機器名 台数 設置場所 機 能

N5200/07WS 
20 第 lTSS端末室 日本語端末，図形可

20 入出力棟 2階 通信処理装置接続

PC-8801VXn 6 
ANK系端末（日本語。図形可）

ポートセレクタ接続

CIT500 2 
ANK系端末（日本語。図形不可）

第 2TSS端末室
ボートセレクタ接続

PC-9801VX'2 I 
ファイル転送用端末

通信処理装置接続

N6960Aネ3 2 
一次フじ力うーが刃ィッり用端末 (7色）

ポ トセレクタ接続

N6970'4 特殊端末装附室
二次フじカラーゲう7ィッり用端末(1024色）

I 
汎用機直結

N 6 8 6 5'3 4 入出力棟 2階
一次冗ゲう7ィッり用端末

通信処理装附接続

:≪l ASTER説明書（ファイル化），大阪大学大型計算機センター

:≪2ファイル転送プログラム説明書，大阪大学大型計算機センター

:≪3図形処理の手引，大阪大学大型計算機センター

:≪4 XDD23-I N6970グラフィックディスプレイ取扱説明書，日本電気

AHA20-6 GCl/70説明書，日本電気

⑤ワークステーション

機器名 台数 設岡場所 機 能

SUNS 4 第 4TSS端末室

5 第 3TSS端末室 UNIXの利用
EWS4800 

豊中地区OS3 
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